
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
で
24
回
目
と
な
る
「
大
倉
ふ
る
里
ま
つ
り
」
が
12
月

２
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
旧
大
倉

小
体
育
館
と
大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、
各
地
区
か
ら

多
く
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
大
変
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

総
合
成
績
は
、
先
に
行
わ
れ
た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」「
エ
ア
バ
レ
ー
大
会
」
を
と
も
に
制
し
た
行
川
地
区
が
勢

い
そ
の
ま
ま
に
優
勝
し
、
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
最
終

種
目
ま
で
行
川
地
区
と
優
勝
争
い
を
し
て
い
た
大
上
地
区
が

僅
差
で
敗
れ
準
優
勝
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
に
お
い
て
５

年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
南
原
地
区
が
、
総
合
第
３
位
と
大
健
闘

し
ま
し
た
。 

競
技
終
了
後
は
、
恒
例
の
餅
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
、
参
加

者
全
員
で
納
豆
餅
と
き
な
粉
餅
を
食
べ
、
最
後
は
大
倉
甑
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
徳
内 

ば
や
し
で
大
会
を
締
め 

く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

大
会
を
運
営
し
て
い 

た
だ
い
た
街
協
ふ
る
さ 

と
部
会
員
及
び
各
団
体 

の
役
員
の
皆
さ
ん
、
そ 

し
て
ご
参
加
い
た
だ
い 

た
地
域
の
皆
さ
ん
、
誠 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

行川地区2連覇、おめでとうございます！ 

おおくら 
★市民センターだより★ 
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大
倉
ふ
る
里
ま
つ
り 

総
合
成
績 

優 

勝 
 

行 

川 

準
優
勝   

大 

上 

第
３
位 

 

南 

原 

第
４
位 

 

林 

崎 

第
５
位 

 

金 

谷 

第
６
位 

 

中 

沢 

第
７
位 

 

新 

山 

 

各
種
目
の
成
績
（
敬
称
略
） 

◎
輪
投
げ
大
会 

地
区
対
抗
の
部 

優 

勝 
 

行 

川 

準
優
勝 

 

大 

上 

第
３
位 

 

林 

崎 

 

個
人
の
部 

第
１
位 

 

平
山
一
太
郎
（
行
川
） 

第
２
位 

 

板
垣 

ト
キ
（
行
川
） 

第
３
位 

 

坂
部 

好
美
（
林
崎
） 

 

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞 

平
山
一
太
郎
（
行
川
）
２
回 

板
垣 

ト
キ
（
行
川
）
１
回 

坂
部 
好
美
（
林
崎
）
１
回 

◎
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会 

地
区
対
抗
の
部 

優 

勝 
 

南 

原 

Ａ 

準
優
勝 

 

大 

上 

Ｂ 

第
３
位 

 

金 

谷 

Ｂ 

 

フ
リ
ー
の
部 

優 

勝 
 

林 

崎 

Ｄ 

準
優
勝 

 

中 

沢 

Ｄ 

第
３
位 

 

金 

谷 

Ｆ 

 

◎
ふ
る
里
カ
ル
タ
大
会 

下
学
年
以
下
の
部 

第
１
位 

 

遠
藤
日
和
（
林
崎
） 

第
２
位 

 

石
田
陽
飛
（
南
原
） 

第
３
位 

 

遠
藤
秀
佳
（
大
上
） 

第
３
位 

 

安
達
十
和
（
新
山
） 

 

上
学
年
の
部 

第
１
位 

 

遠
藤
白
斗
（
林
崎
） 

第
２
位 

 

鈴
木
悠
仁
（
林
崎
） 

第
３
位 

 

太
田
悠
晴
（
大
上
） 

 

中
学
生
以
上
の
部 

第
１
位 

 

金
子
そ
ら
（
大
上
） 

第
２
位 

 

金
子
陽
生
（
大
上
） 

第
３
位 

 

金
子
文
子
（
大
上
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女
性
部
の
皆
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



村
山
市
防
災
の
日
の
10
月
28
日
（
日
）、
金
谷
・

南
原
両
地
区
自
主
防
災
会
が
当
番
と
な
り
大
倉
地

域
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
震
度
６

強
の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

各
家
庭
か
ら
会
場
の
金
谷
地
区
公
民
館
ま
で
避
難

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
手
順
を
確
認
し
、
避
難
人
員

を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
訓
練

に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
地
域
内
無
線
を
使
用

し
た
情
報
収
集
訓
練
、
ア
イ
ラ
ッ
プ
を
使
っ
た
炊
出

し
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応
急
処
置
訓
練
、
消
防

団
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
、
各
家
庭
で
の

安
全
確
認
や
防
災
用
品
の
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱
戦
！ 

エ
ア
バ
レ
ー
大
会 

11
月
４
日
（
日
）、
旧
大
倉
小
学
校
体
育
館
で
第
11
回

大
倉
地
域
エ
ア
バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
倉
ふ
る
里
ま
つ
り
の
種
目
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の

大
会
に
、
今
年
は
各
地
区
か
ら
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
手

に
汗
握
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
珍
プ
レ
ー
・

好
プ
レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
く
、
時
に
は
熱
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。 

 

大
会
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た
街
協
ふ
る
さ
と
部

会
の
皆
さ
ん
、
審
判
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

優 

勝 

バ
ル
ム
ン
ク
・
フ
ェ
ザ
リ
オ
ン
（
爆
）
【
行
川
】 

準
優
勝 

太
田
ブ
レ
イ
ヴ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ 

【
大
上
】 

第
３
位 

新 

山 

大
倉
地
域
防
災
訓
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市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て 

①
年
末
年
始
の
休
館
日 

12
月
29
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
木
）
ま
で
、
貸
館
を

含
め
市
民
セ
ン
タ
ー
を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

 

②
冬
期
利
用
時
の
注
意
点 

冬
期
間
は
水
道
管
の
凍
結
防
止
の
た
め
、
職
員
不
在
時
は

元
栓
を
閉
め
て
い
ま
す
。
休
日
や
夜
間
に
ご
利
用
の
際
は
、

元
栓
を
開
け
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
お
帰
り
の
際
に
は
、
凍
結
防
止
の
た
め
必
ず
元
栓

を
閉
め
、
水
道
管
内
の
水
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
ご
み
の
持
ち 

帰
り
、
火
の
用
心
に
ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

10
月
30
日
（
火
）
、
村
山
地
区
不
法
投
棄
防
止
対
策
協

議
会
が
行
っ
た
不
法
投
棄
箇
所
の
原
状
回
復
作
業
に
、
街
協

美
し
い
郷
景
観
部
会
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
背
あ
ぶ
り
峠
に
投
棄
さ
れ
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

資
材
や
古
タ
イ
ヤ
、
ト
タ 

ン
な
ど
１
ト
ン
を
越
え
る 

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す 

が
、
い
ま
だ
に
後
を
絶
ち 

ま
せ
ん
。
大
倉
の
環
境
保 

全
の
た
め
に
も
、
不
法
投 

棄
を
根
絶
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

作
業
に
ご
協
力
い
た
だ 

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◎
れ
き
ぶ
ん
フ
ェ
ス
２
０
１
８ 

12
月
16
日
（
日
）、
甑
葉
プ
ラ 

ザ
で
開
催
さ
れ
た
「
れ
き
ぶ
ん 

フ
ェ
ス
２
０
１
８
」
に
お
い
て
、 

こ
れ
ま
で
の
活
動
や
大
倉
地
域 

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を 

行
い
ま
し
た
。
来
場
し
た
多
く 

の
方
々
が
興
味
を
示
さ
れ
て
い 

ま
し
た
。 

 

◎
全
国
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い 

11
月
３
日
（
土
）
、
宮
城
県 

柴
田
町
で
開
催
さ
れ
た
「
全 

国
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い
（
全 

国
大
会
）
」
に
参
加
し
、
今
後 

の
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、 

ガ
イ
ド
や
お
も
て
な
し
な
ど 

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

11
月
９
日
（
金
）
、
今
年
最 

後
と
な
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ 

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
平
日
に 

も
関
わ
ら
ず
多
く
の
方
か
ら 

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
特
別
講
師
と
し
て 

甑
岳
聖
海
氏
を
招
き
、
甑
岳 

に
関
す
る
講
話
も
お
聴
き
し 

ま
し
た
。 

 

甑岳聖海氏の講話 

○お  

○知  

○ら  

○せ  

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知
ら

せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
に
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

フ
ッ
ト
パ
ス
夢
ク
ラ
ブ
活
動
報
告 

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
て
い

ま
す
。 

不
法
投
棄
物
を
回
収
し
ま
し
た 

全国大会でのガイドの様子 


